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研究成果の概要 

 核磁気共鳴法の最大の弱点である感度の低さを克服する技術である超偏極を応用し、未病の科学の

創発と代謝診断治療の確立を目的として研究を推進している。 

 第 2 年次は、初年度にセットアップと測定条件を最適化した計測環境を利用し、がんの早期発生モ

デルとして、マイクロスケールのスフェロイドにおける代謝反応を [1-13C]ピルビン酸を用いた超偏極 

NMR により計測した。その結果、従来の画像診断では検出困難とされる直径 1 mm 以下の小さながん

モデルにおいても、がん種に応じて異なるレベルでの代謝リプログラミングが生じていることを明ら

かにした。現在、本研究成果を学術論文としてまとめ、投稿中である。 

また、モデルマウス担がんにおける超偏極 MRI により、ピルビン酸からの乳酸生成の上昇 (Warburg 

効果) を検出することに成功し、治療によって乳酸生成が低下することを代謝変化によって捉えた。こ

れにより、[1-13C]ピルビン酸を用いた超偏極 MRI により、がんの悪性診断や治療効果の早期判定が可

能であることが示された。 

 さらに、未病のターゲットとして重要となる、がん以外の疾患や臓器を対象とした応用計測について

検討を開始した。腎臓においては、グルタチオン型の新しい 13C 標識分子プローブの応用開発を推進

し、抗がん剤の副作用として誘発される急性腎障害 (分子プローブの代謝活性酵素の失活や灌流の低

下) を可視化することに成功した。本研究内容はプレスリリースとして発信し、成果を広くアピールし

た。 

 引き続き、検討中の新しい分子プローブの物性評価や同時計測などの諸条件を検討し、フェーズ 1

におけるがんを対象とした応用開発を進める。また、フェーズ 2 に向けてがん以外の未病モデルに

対する超偏極 NMR/MRI の予備検討を進め、代謝診断治療への応用性を模索していく。 
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